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業
者
登
録
を
忘
れ
ず
に

石
巻
市
地
域
食
事
券
の
利
用

期
間
は
１
月
31
日（
水
）ま

で
で
す

令
和
５
年
分
の
確
定
申
告

「
お
試
し
」に
は

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
で

老
後
の
備
え
を
！

令
和
５
年
度

原
子
力
防
災
訓
練

ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
の

事
前
調
査

�

お
知
ら
せ

今月の
お知
� らせ

①
令
和
６
～
８
年
度
物
品
購

入
・
役
務
提
供
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請（
本
登

録
）

②
令
和
６
～
８
年
度
小
規
模
契

約
希
望
者
登
録
申
請（
本
登

録
）

※
①
・
②
の
現
在
の
承
認
期
間

は
３
月
31
日（
日
）ま
で
の
た

め
、新
規
手
続
き
が
必
要
で

す
。

③
令
和
６・７
年
度
建
設
工
事

お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請（
補
充

登
録
）

※
③
に
す
で
に
登
録
済
み
の
方

は
、今
回
申
請
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　
１
月
15
日（
月
）～

２
月
15
日（
木
）　
午
後
５
時

必
着

申
込
方
法　
郵
送
ま
た
は
窓
口

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、書
留
な
ど

到
着
日
時
が
確
認
で
き
る
方

法
※
申
請
書
類
が
配
達
さ
れ
た
か

　
1
月
31
日（
水
）を
過
ぎ
る
と

利
用
で
き
な
い
の
で
、注
意
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、予
定
定
数
に

達
し
た
た
め
、販
売
は
終
了
し
ま

し
た
。

問　
地
域
食
事
券
事
務
局

　
☎
25-

5
9
1
2

　
市
観
光
課（
内
線
３
５
３
７
）

と
き　
２
月
16
日（
金
）～
３
月

15
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
日・祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　
石
巻
税
務
署
３
階

持
ち
物　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
入
場
整
理
券
は
会
場
で
当
日

配
付
す
る
ほ
か
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
事
前
発
行
も
可
能
で
す
。　

※�

申
告
書
の
作
成
は
、自
宅
か

ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
の
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
が
便
利

で
す
。

申告書作成は
こちら

問　
石
巻
税
務
署

　
個
人
課
税
第一部
門

　
☎
2３-

８
１
５
３

　

化
粧
品
な
ど
の「
お
試
し
購

入
」が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
定
期

購
入
に
な
って
い
た
と
い
う
相
談

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

最
近
は「
い
つ
で
も
解
約
で

　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
が

広
く
加
入
で
き
る
積
立
型
の
年

金
で
す
。終
身
年
金
な
の
で
生

涯
支
給
さ
れ
、支
払
っ
た
保
険
料

は
、全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
た
は
農
業
委

員
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
要
件

◦
年
間
60
日
以
上
、農
業
に
従

事
し
て
い
る

◦
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
納
付
免
除
者
は

除
く
）

◦
65
歳
未
満（
60
歳
以
上
は
、

任
意
加
入
被
保
険
者
に
限
り

ま
す
）

問　
農
業
委
員
会

　
☎
62-

４
８
２
６

　
屋
内
退
避
訓
練
な
ど
を
市
内

全
域
で
実
施
し
ま
す
。防
災
行

政
無
線
や
登
録
制
防
災
メ
ー
ル

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

自
宅
な
ど
の
建
物
内
へ
の
退
避

を
お
願
い
し
ま
す
。建
物
内
へ
退

避
し
た
時
点
で
訓
練
は
終
了
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
の
訓
練
で
は
、学

校
施
設
への
避
難
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
１
月
20
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分

問　
危
機
対
策
課

　
（
内
線
４
３
１
２
）

　

建
築
物
の
解
体
ま
た
は
改
修

の
作
業
を
行
う
際
は
石
綿（
ア
ス

ベ
ス
ト
）な
ど
の
使
用
の
有
無
の

確
認
す
る
場
合
は
、郵
送
会

社
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類
公
表・配
布
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
役
所
４

階
閲
覧
室・管
財
課
、各
総
合

支
所問

申

　
〒
９
８
６-

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
管
財
課　
☎
23-

6
6
1
1

各
総
合
支
所・支
所
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
書

作
成
の
お
手
伝
い
と
無
料
で
の

写
真
撮
影
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
申

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
窓
口

　
☎
24-

６
８
４
９

事
前
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
１
日
以
降
に

着
工
す
る
工
事
の
事
前
調
査
は

「
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査

者
」な
ど
が
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
建
築
指
導
課

　
（
内
線
５
６
７
９
）

き
る
」と
書
か
れ
た
ネ
ッ
ト
広
告

を
見
て
お
試
し
購
入
を
し
た
の

に
、１
カ
月
も
し
な
い
う
ち
に
２

回
目
の
商
品
が
届
い
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、業
者
と
連
絡
が

付
か
な
い
、代
金
を
請
求
さ
れ
た

な
ど
、「
お
試
し
」で
終
わ
ら
な
い

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も

ネ
ッ
ト
広
告
の
最
終
確
認
画
面

に
書
か
れ
て
い
る
条
件
や
規
約

は
必
ず
最
後
ま
で
読
み
ま
し
ょ

う
。

問　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
2３-

５
０
４
０

20
歳
か
ら
、国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

令
和
６
年
１
月
か
ら
産
前

産
後
期
間
の
国
民
健
康

保
険
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

　

20
歳
の
誕
生
日
か
ら
、約
２

週
間
以
内
に
、日
本
年
金
機
構

か
ら「
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
」、「
国
民
年
金
加
入
の
お
知

ら
せ
」、「
国
民
年
金
保
険
料
納

付
書
」な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、納
付
書

に
よ
り
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
の

ほ
か
、口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
も
で
き
ま
す
。

　
学
生
や
納
付
が
困
難
な
方
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」

は
、保
険
料
納
付
の
確
認
や
将

来
年
金
を
受
け
取
る
際
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
や
、そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方
は
届
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
22-

５
１
１
５

　
市
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
５
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
各
支
所

　
令
和
６
年
１
月
か
ら
、出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
の
前
月
か

ら
４
カ
月
間
の
国
民
健
康
保
険

税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。（
多
胎
妊

娠
の
場
合
は
、３
カ
月
前
か
ら
6

カ
月
間
）

対
象
者　
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
出
産
日
が
令
和
５
年

11
月
１
日
以
降
の
方

※
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か

ら
申
請
可
能
で
す
。

届
出
開
始
日　
１
月
４
日（
木
）

必
要
書
類

①
届
出
書

②
母
子
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日

と
単
胎
・
多
胎
妊
娠
の
別
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（
出
産
後
に
届
出
を
行
う
場

合
は
、出
産
日
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
類
）

問
申

　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
３
６
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
各
支
所

ご
存
知
で
す
か
？

森
林
経
営
管
理
制
度

牡
鹿
斎
場
の
休
止

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

　

本
制
度
は
、市
が
仲
介
役
と

な
り
、適
切
な
経
営
管
理
が
で
き

　

利
用
者
の
減
少
や
、火
葬
設

備
の
老
朽
化
に
よ
り
、３
月
31
日

（
日
）で
施
設
を
休
止
し
ま
す
。

問　
環
境
課（
内
線
３
３
６
３
）

と
き　
１
月
10
日（
水
）

　
午
前
９
時

と
こ
ろ　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
南
中
里
三
丁
目
１４-

３
）

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方問

申

　
（
公
社
）シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー

　
☎
94-

３
６
８
３

問　
市
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
５
）

佳　
作

一人でも ちゃんと行けるよ ひなん所へ
確認しようひなん経路
� 中津山第一小学校5年 本

ほ ん ま

間 大
ひ ろ と

翔

問　学校安全推進課（内線5082）
　　 令和4年度石巻市学校防災推進会議

防災「合言葉」受賞作品 防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

1
月
11
日（
木
）午
後
3
時
ご
ろ

　右の要件に該当する世帯は家賃が減免になる可能性がありますの
で、窓口に相談のうえ、申請してください。詳しくは市ホームページを
確認してください。

問申 　宮城県住宅供給公社東部支社　☎85-0301
問 　市住宅課（内線5753）

対象
市営住宅家賃の減免申請

入居事由 対象世帯 対象住宅

東日本大震災による入居 政令月収8万円以下の世帯 令和6年度で管理開始から
11年を超える復興住宅

その他の入居 世帯の収入が著しく
低額となった世帯

市営住宅
（復興住宅含む）

て
い
な
い
森
林
の
所
有
者
と
林

業
経
営
者
を
マッ
チ
ン
グ
す
る
制

度
で
す
。森
林
経
営
に
適
さ
な
い

森
林
は
、市
が
直
接
管
理
を
行

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、林
野
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

林野庁
ホームページ

問　
林
野
庁

　
☎
03-

３
５
０
２-

８
１
１
１

　
市
農
林
課（
内
線
３
５
５
８
）

市ホームページ
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�
子
ど
も
・
教
育

�

環
境
・
エ
コ

宮
城
い
き
い
き
学
園

令
和
６
年
４
月
入
学
生
募
集

連れ
ん
じ
ゅ珠
の
会

石
巻
第
二
霊
園

個
別
集
合
墓
所
追
加
募
集

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

実
施
中
！

資
源
物
の
持
ち
去
り
は

条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
！

み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン

　
　 

福
　
祉

　

若
年
性
認
知
症
当
事
者
お

よ
び
介
護
者
の
会
を
開
催
し
ま

す
。フ
リ
ー
ト
ー
ク
や
情
報
交
換

の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

と
き　
１
月
10
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と

テ
ラ
ス

対
象　
若
年
認
知
症
の
方
と
そ

の
介
護
者（
介
護
者
の
み
の

参
加
も
可
）

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
申

　
介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
３
７
）

申
請
書
配
付
期
間　
１
月
４
日

（
木
）～
３
月
15
日（
金
）

申
請
書
受
付
期
間　
１
月
11
日

（
木
）～
３
月
29
日（
金
）

申
請
書
配
付・受
付
場
所

　
市
役
所
３
階 

環
境
課

使
用
許
可
予
定
区
画

　
個
別
集
合
墓
所

申
込
資
格　

⑴
申
請
日
の
３
カ
月
以
前
か
ら

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

⑵
申
請
者
が
自
己
の
た
め
に
使

用
す
る
と
き

⑶
申
請
者
が
現
に
保
有
し
て
い

る
親
族
な
ど
の
遺
骨
を
埋
蔵

す
る
た
め
に
使
用
す
る
と
き

　
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
た
古

新
聞
な
ど
の
資
源
物
を
、市
ま
た

は
市
が
委
託
し
た
業
者
以
外
の

人
が
収
集
す
る
こ
と
は
条
例
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
資
源
物
持
ち
去
り
行
為
を
行

う
と
、罰
則（
20
万
円
以
下
の
罰

金
）を
適
用
す
る
な
ど
、厳
正
に

対
処
し
ま
す
。

　

な
お
、資
源
物
の
持
ち
去
り

行
為
を
発
見
し
た
場
合
は
、ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、直
接
注
意

せ
ず
に
日
時
・
場
所
・
車
両
の
ナ

ン
バ
ー
や
特
徴
な
ど
を
連
絡
く

だ
さ
い
。

問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
５
）

　

今
回
は「
紙
ヒ
コ
ー
キ
選
手

権
」を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、聴

覚
障
害
に
関
す
る
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。（
筆
談・手
話
可
）

※
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記（
文

字
通
訳
）・
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
が
付
き
ま
す
。

と
き　
２
月
１
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所
４
階
庁
議
室

対
象　
市
内
在
住
の
聴
覚
障
害

者
と
そ
の
家
族・関
係
者
な
ど

問　
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

　
☎
０
２
２-

３
９
３-

５
５
０
１

　
FAX

０
２
２-

３
９
３-

５
５
０
２

　
 info@

m
im

isuppo-m
i

　
yagi.org

　
市
障
害
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
８
４
）

FAX

令
和
７
年
度
入
学
児
童

就
学
説
明
会

小・中
学
校 

新
１
年
生
対
象

新
入
学
準
備
金

　
令
和
７
年
度
小
学
校
入
学
予

定
で
障
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

個
別
の
支
援
を
必
要
な
お
子
さ

ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、就
学
ま

で
の
流
れ
や
就
学
相
談
な
ど
の

説
明
を
し
ま
す
。

と
き　
１
月
24
日（
水
）

　
午
前
10
時

と
こ
ろ　
マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と

テ
ラ
ス　
小
ホ
ー
ル

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
通
所
し
て
い
る
保
育

所
な
ど
か
ら
申
込
用
紙
を
取

得
し
、窓
口
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、グ
ー
グ

ル
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
17
日（
水
）

市ホームページ

問
申

　
学
校
教
育
課

　
（
内
線
５
０
２
７
）

　
　
2２-

５
１
６
０

FAX

　

就
学
上
必
要
な
経
費
の
支
払

い
が
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
困

難
な
保
護
者
に
対
し
、新
入
学
準

備
金
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額

　
新
小
１　
５
４
、０
６
０
円

　
新
中
１　
６
３
、０
０
０
円

対
象　
条
件
に
す
べ
て
該
当
す

る
世
帯

◦
２
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住

所
を
有
す
る
方

◦
市
立
小
・
中
学
校
に
入
学
予

定
の
方

◦
市
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基

　令和４年７月より、石巻地域おこ
し協力隊として幸町にある(株)ヤ
マナカにて活動しています。殻付
牡蠣の量産体制を確立、海外販
路拡大が主な任務です。実際に
海に出て作業を行うため、一級小
型船舶免許を取得しました。また、
海外を相手にした商談では、金額
や条件など、どのように折り合いを
付け成立までもっていくのかを一
から学んでいます。
　牡蠣は海外での需要が非常に
高く、供給が追い付いていません。
物が売れない昨今に、こんなにも
需要があることに驚いています。

今後も牡蠣の魅力を石巻から世
界へＰＲしていきたいと思います。

問   SDGs移住定住推進課
　（内線４２２４）

松
まつもと

本 翼
つばさ

さん
・埼玉県富士見市出身
・令和４年７月～（2年目）

地 域 お こ し
協 力 隊 員 の
紹 介

▲バスケットを使用した牡蠣養殖作業の様子

▲�ベトナム水産局の
対応の様子

▲�タイで行われた商談
会の様子

　令和５年度子どもの権利に関する標語コンテスト
の表彰式が令和５年１１月１９日にマルホンまきあー
とテラスで行われ、小・中学生８人を表彰しました。
　市内小・中学校から３８０点の応募があり、最優
秀賞２点、優秀賞４点、らいつ賞２点が選考されま
した。最優秀作品は、子どもの権利啓発のために
作成したクリアファイルに掲載されています。

子どもの権利への思いと願いを込めて標語コンテスト
優秀作品８点を表彰

賞 標語 氏名 学校名・学年

小
学
生
の
部

最優秀 子供の声 世界を変える 未来の言葉 遠
えんどう

藤 虹
こ う の す け

之介さん 石巻小６年

優　秀
認め合い尊重しよう互いの権利 齋

さいとう

藤 姫
き あ ら

愛さん 向陽小６年

権利はね みんなが持ってる 宝物 遠
えんどう

藤 悠
ゆ う と

人さん 湊小６年

らいつ 見失わないで 自分らしさを大切に 吉
よ し だ

田 結
ゆ あ

愛さん 石巻小６年

中
学
生
の
部

最優秀 ねえ聞いて 大人だけじゃなくて 子供の意見も 白
しらいし

石 美
み り

凛さん 桃生中２年

優　秀
認め合おう個性！私の普通とあなたの普通 芳

は が

賀 永
は る あ

彩さん 河南西中２年

守ろうよ みんなの権利 みんなのために 首
しゅとう

藤 優
ゆうしん

心さん 桃生中２年

らいつ 捨てないであなたの想いとあなたらしさを 山
や ま べ

邊 莉
り お

央さん 桃生中２年

問   子育て支援課（内線２５５２）

今
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
月
で
す

届
き
ま
し
た
か
？

入
学
通
知
書

　
11
月
・
12
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
１
月
11
日（
木
）に
振
り

込
み
ま
す
。

　
４
月
に
小
学
校
お
よ
び
中
学

校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
保

護
者
の
方
に
、入
学
通
知
書
を

送
付
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
、転

居
な
ど
に
よ
り
入
学
す
る
学
校

が
変
わ
る
方
な
ど
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
教
育
総
務
課

　
（
内
線
５
０
１
８
）

準
に
該
当
す
る
方

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
の
上
、入
学
予
定

の
小
学
校
、在
学
中
の
小
学

校
ま
た
は
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
19
日（
金
）

　
必
着問

申

　
各
小
学
校

　
教
育
総
務
課

　
（
内
線
５
０
１
５
）

使
用
料
お
よ
び
管
理
料

　
１
８
７
、６
６
０
円

　
（
使
用
料
９
６
、０
０
０
円

　
管
理
料
９
１
、６
６
０
円
）

問　
環
境
課（
内
線
３
３
７
７
）

　

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を

目
指
し
、地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
と
し
て
必
要
な
内
容

を
身
に
つ
け
ま
す
。

と
き　
４
月
か
ら
２
年
間

　
（
年
間
約
20
日
）

と
こ
ろ　
仙
南
校
、大
崎
校
、石

巻
校
、気
仙
沼
・
本
吉
校
、登

米・栗
原
校

対
象　
県
内
居
住
の
60
歳
以
上

の
方

定
員　
各
校
30
人
程
度

問　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
家
庭
か
ら
生
じ
た
余
剰
食
品

を
提
供
い
た
だ
く「
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
」を
実
施
し
ま
す
。「
食
品

ロ
ス
」の
削
減
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と
き　
１
月
10
日（
水
）・
30
日

（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
環
境
課
カ
ウ
ン
タ
ー

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
３
）

料
金　

◦
入
学
金　
５
、０
０
０
円

◦
受
講
料　
年
間
２
０
、０
０
０
円

申
込
方
法　
申
込
書
を
宮
城
県

社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得

し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
介
護
福
祉
課
・

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で

も
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
３
月
31
日（
日
）

　
当
日
消
印
有
効

ホームページ

問
申

　
〒
9
8
0-

０
0
１
４

　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
3-

1-

6
　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
い
き
が
い
推
進
課

☎
０
２
２-

２
２
５-

８
４
７
７

問　
市
介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
５
６
）
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津波避難などにおける避難指示の発令対象エリアを見直しました

　石巻専修大学と専修大学の学生が協同し、首都圏で石巻の魅力を発信するイベ
ント「いしのまき祭り」が令和5年１１月１９日、専修大学神田キャンパス（東京都）に
て開催されました。学生たちがボランティア活動や市内の見学をとおして、魅力を
発見し、ワークショップを行って企画したものです。当日は、学生が製作した石巻を
紹介するパネル展示や観光ルートの提案、ＰＲカードの配布が行われたほか、「石巻
焼きそば」と「かき汁」のお振る舞いもあり、多くの来場者でにぎわいました。
問   SDGs移住定住推進課（内線4224）

　スポーツ庁がスポーツツーリズムの推進や障害者スポーツの体験・交流、ス
ポーツがしたくなる環境整備などの「スポーツ・健康まちづくり」に積極的に取り
組もうとする自治体を応援するために表彰を行っている「スポーツ・健康まちづ
くり優良自治体長官表彰」が令和５年１１月10日に大手町三井ホール（東京都千
代田区）にて開催され、本市が推進する「スポーツでみんなが煌めくActive City 
ISHINOMAKI～いしのまきスポーツコミッション事業～」が優良自治体表彰を受
賞しました。
　各種大会イベントの開催や合宿誘致、ツーリズム事業を推進し、地域活性化や観
光促進、市民の健康づくりを目指し、市や観光協会、商工会議所、スポーツ協会な
ど官民１３団体が一体となり設立した「いしのまきスポーツコミッション」が評価さ
れたものです。
　今後も石巻で盛んな武道を活かしたまちづくりや、地域資源を活かしたスポー
ツイベントなどのさまざまな事業展開を目指します。
問   スポーツ振興課（内線3328）

石巻専修大学・専修大学の学生が石巻の魅力を発信！

スポーツを活かした新しいまちづくり
スポーツ・健康まちづくり優良自治体長官表彰受賞

　県内の事業場で働くすべての労働者（臨時、パート、アルバイトなどを含む）に適
用される宮城県最低賃金が、下記のとおり改正されました。また、下記①～③の業
種に該当する事業場で働く労働者には、特定最低賃金が適用されます。
時間額・効力発生日

※精皆勤手当、通勤手当、家族手当、賞与等、時間外・休日・深夜手当は含みません。
問   宮城労働局賃金室　☎022-299-8841　市商工課（内線３５２５）

宮城県最低賃金改正

地域別最低賃金
（効力発生日：令和

5年10月1日）
時間額

宮城県最低賃金 923円

特定最低賃金
（効力発生日：令和5年12月15日） 時間額

①鉄鋼業 1,003円
②電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 959円

③自動車小売業 986円

　令和5年11月15日に河北総合センター
で令和５年度石巻ブロック民生委員児童
委員連絡協議会研修会が開催されました。
ルーテル学院大学名誉教授の市川一宏
氏を講師に、「民生委員・児童委員の相談
支援活動について～実事例を通して考え
る～」と題した講話がありました。
　講話ではコロナウイルス感染症の影響により、地域と関わる機会が断たれてし
まったことによって生じた問題について取り上げられ、その際に取り組んだ対策を
学ぶとともに、改めて今まで行ってきた訪問活動などによる顔の見える関係づくり
がどれだけ大切であったかを再認識することができました。今回の講話で得た気
づきや知識を今後の活動に活かしていきます。
問   社会福祉協議会地域福祉課☎９６‐５２９０
　　市保健福祉総務課（内線２４６４）

民生委員・児童委員の活動の紹介

エリア 対象地域 避難先
石巻西エリア 西浜町の一部、潮見町、雲雀野町1・2丁目の一部、中島町の一部、中瀬

海岸防潮堤より内陸に
避難してください。石巻東エリア 魚町1・2丁目の一部、幸町の一部、渡波町3丁目の一部、渡波字長浜、祝田、祝田の壱、佐須、袖ノ浜の一部

半島沿岸部低平地エリア 地域を定めず、沿岸作業者全般へ発令

エリア 対象地域 避難先

石巻西エリア
西浜町、重吉町、門脇字明神の一部、門脇字捨喰の一部、門脇字浦屋敷の一部、門脇字鷲塚、中島町、中屋
敷2丁目の一部、新館2丁目の一部、三ツ股3丁目の一部、三河町、潮見町、築山3・4丁目の一部、大街道南
3丁目の一部、大街道東2・3丁目の一部、南光町2丁目、雲雀野町、南浜町、門脇町3・4・5丁目の一部、中瀬 高盛土道路などより

内陸に避難してください。石巻東エリア 川口町1・2・3丁目の一部、明神町1丁目の一部、魚町1・2・3丁目、渡波字長浜、松原町の一部、長浜町の
一部、幸町の一部、渡波町3丁目の一部

半島沿岸部低平地エリア 荻浜地区全域、河北地区一部（長面、尾崎、釜谷、間垣）、雄勝地区全域、北上地区全域、牡鹿地区全域

②津波警報　※石巻西・東エリアは高盛土道路などより海側エリアが対象地域

※石巻中学校、総合体育館、釜小学校、大街道小学校、湊中学校、渡波小学校、万石浦中学校を避難場所として開設を予定しています。

エリア 対象地域 避難場所など
石巻西エリア

令和5年8月発行「石巻市津波ハザードマップ」の津波浸水想定区域 全ての津波避難場所
など石巻東エリア

半島沿岸部低平地エリア

③大津波警報

問 　危機対策課（内線４３０９）

　防潮堤や高盛土道路などの整備が完了したため、津波注意報、津波警報時の避難指示エリアの見直しを行いました。詳しくは市ホームページを確認してください。
避難先については「石巻市津波ハザードマップ」の避難場所などを確認してください。
①津波注意報　※石巻西・東エリアは海岸防潮堤の海側エリアが対象地域 市ホームページ
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石
巻
防
災・震
災
伝
承
の
つ
ど
い

第
６
回 

語
り
部
の
話
を
聞
く
会

�

募
集
・
案
内

�

講
座
・
講
習

い
し
の
ま
き
の
未
来
を
担
う

成
人
の
お
祝
い
イ
ベ
ン
ト

石
巻
広
域
消
防
音
楽
隊

「
第
１５
回
火
の
用
心
の
音
楽
会
」

石
巻
お
笑
い
ラ
イ
ブ
新
春

ス
ペ
シ
ャ
ル

　
　
イ
ベ
ン
ト

　

成
人
式
の
様
子
を
石
ノ
森
萬

画
館
の
壁
面
に
上
映
す
る
ほ
か
、

お
汁
粉
な
ど
の
お
振
舞
や
約

１
５
０
発
の
お
祝
い
花
火
を
打

ち
上
げ
ま
す
。

と
き　
１
月
７
日（
日
）

　
午
後
５
時
～
６
時
３０
分

と
こ
ろ　
か
わ
ま
ち
オ
ー
プ
ン

パ
ー
ク（
元
気
い
ち
ば
前
）

問　
「
い
し
の
ま
き
の
未
来
を

担
う
成
人
の
お
祝
い
」実
行

委
員
会
事
務
局（
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
移
住
定
住
推
進
課（
内
線

４
２
２
３
））

と
き　
２
月
１８
日（
日
）

　
午
後
１
時
３０
分
開
演

　

多
く
の
方
に
防
災
や
震
災
伝

承
活
動
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
、防
災
活
動
者
、伝
承
活

動
者
の
顔
の
見
え
る
関
係
性
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、語
り
部
講
話
、体
験
ブ
ー
ス

な
ど
を
通
じ
て
防
災
や
震
災
伝

承
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

と
き　
１
月
２８
日（
日
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
蛇
田
公
民
館

問　
石
巻
市
震
災
遺
構
指
定
管

理
グ
ル
ー
プ

　

☎
98-

８
６
３
０

　
震
災
伝
承
推
進
室

　
（
内
線
４
３
４
４
）

　
体
験
者
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、

津
波
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
生
き

残
る
術
、助
け
合
い
、教
訓
な
ど

を
学
べ
ま
す
。

　

今
回
は
、震
災
当
時
の
門
脇

小
の
教
頭
か
ら
、避
難
行
動
や

校
舎
か
ら
の
脱
出
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
す
。

と
き　
１
月
２１
日（
日
）

　
午
後
２
時
～
２
時
４５
分

と
こ
ろ　
震
災
遺
構
門
脇
小
学
校

定
員　
５０
人

料
金　
入
館
料
の
み

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

ホームページ 

問
申

　
震
災
遺
構
門
脇
小
学
校

　
☎
98-

８
６
３
０

問　
震
災
伝
承
推
進
室

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
芸
人

「
ふ
あ
ん
★
が
ー
る
」に
よ
る
主

催
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

　
ゲ
ス
ト
に
六
華
亭
遊
花
さ
ん

を
迎
え
て
お
送
り
す
る
落
語
ス

ペ
シ
ャ
ル
で
す
。

と
き　
１
月
２７
日（
土
）

　
①
午
前
１１
時
３０
分

　
②
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ　
み
や
ぎ
生
協
ア
イ
ト

ピ
ア
ホ
ー
ル

定
員　
各
回
１
５
０
人

料
金　
１
、５
０
０
円

問　
清
水
一
宏

　
☎
０
9
0-

１
6
9
9-

7
4
0
0　

市
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
移
住
定
住
推
進
課

　
（
内
線
４
２
２
３
）

　

所
属
す
る
事
業
所
な
ど
の
従

業
員
を
対
象
に
、消
防
機
関
と

連
携
し
て
普
通
救
命
講
習
の
指

応
急
手
当
普
及
員
講
習
Ⅰ

と
き　
２
月
１３
日（
火
）

　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
石
巻
広
域
消
防
本
部

対
象　
令
和
３
年
２
月
に
応
急

手
当
普
及
員
の
認
定
ま
た
は

再
講
習
を
受
け
た
方

※
有
効
期
限（
３
年
間
）内
に

再
講
習
を
受
講
し
な
い
場
合

は
、失
効
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
各
消
防
署
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用

紙
を
取
得
し
、申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
受
講
申
請
時
お
よ
び
講
習
当

日
に
認
定
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　
１
月
１５
日（
月
）～

２４
日（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
申

　

石
巻
広
域
消
防
本
部

警
防
課　
☎
95-

７
４
３
３

　
各
消
防
署

応
急
手
当
普
及
員
講
習
Ⅰ

再
講
習

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、就

学
困
難
な
方
を
対
象
に
、次
代

を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
に

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。条
件

や
貸
与
限
度
額
、申
し
込
み
方

法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象

①
令
和
６
年
４
月
に
石
巻
専
修

大
学
に
入
学
す
る
方

②
令
和
６
年
４
月
現
在
、石
巻

専
修
大
学
に
在
学
す
る
見
込

み
の
方

※
①
②
と
も
に
石
巻
圏
域
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
。

定
員　
５
人
程
度

申
込
期
間　
１
月
４
日（
木
）～

２
月
９
日（
金
）

問
申

　

公
益
財
団
法
人
石
巻

地
域
高
等
教
育
事
業
団
事
務

局（
市
政
策
企
画
課
内（
内

線
４
２
１
４
））

対
象　

宮
城
県
中
小
企
業
経

営
安
定
資
金
・
日
本
政
策
金

融
公
庫
・
商
工
組
合
中
央
金

庫
の
災
害
復
旧
対
策
資
金
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
１
号
・
４

号
資
金
、災
害
復
旧
貸
付
、

災
害
復
旧
資
金
の
融
資
を
受

け
た
方
で
、国
や
県
な
ど
他

機
関
か
ら
の
利
子
補
給
の
対

象
と
な
ら
な
い
方

申
込
期
間　
１
月
４
日（
木
）～

３１
日（
水
）

※
助
成
金
額
な
ど
詳
し
く
は
市

　

基
地
行
事
や
基
地
モ
ニ
タ
ー

会
議
へ
の
参
加
、ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
へ
の
協
力
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

対
象　
１８
～
６９
歳
で
市
内
に
住

民
登
録
が
あ
り
、平
日
も
行

事
に
参
加
で
き
る
方

※
議
会
議
員
、常
勤
の
国
家
公

務
員
、地
方
公
務
員
は
除
く

定
員　
１０
人

期
間　
４
月
～
令
和
７
年
３
月

申
込
方
法　
は
が
き
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、生
年
月
日
、性
別
、職

業
、住
所
、電
話
番
号
、応
募

の
動
機
を
記
入
し
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、災
害
時
に
お

け
る
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

重
要
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き　
１
月
２８
日（
日
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

石
巻
赤
十
字
病
院　

講
堂

定
員　
１
５
０
人〔
先
着
〕

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

演
題　
政
局
の
動
向
と
日
本
政

治
の
課
題

と
き　
１
月
１６
日（
火
）

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

と
こ
ろ　
女
川
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

講
師　
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

　
伊
藤　
惇
夫 

氏

対
象　
石
巻
圏
域
に
在
住
す
る
方

　
定
員　
２
０
０
人

問　
石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
総
務
企
画
課

　
☎
96-

３
５
７
７

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史

な
ど
の
授
業
を
１
科
目
か
ら
選

択
し
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
自
宅
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

石
巻
地
域
高
等
教
育
事
業
団

令
和
５
年
度 

奨
学
生
募
集

中
小
企
業
災
害
等

資
金
利
子
補
給
金

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地

モ
ニ
タ
ー
募
集

災
害
時
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム

第
３７
回
石
巻
地
区
２
市
１

町
特
別
職
・
管
理
職
員
等

研
修
会
一
般
聴
講
者
募
集

放
送
大
学
2
0
2
4
年
度

４
月
入
学
生
募
集

と
こ
ろ　
マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と

テ
ラ
ス　

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
配
布
場
所

　
石
巻
地
区
消
防
本
部
・
各
消

防
署・分
署・出
張
所・マ
ル
ホ

ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス

入
場
整
理
券
配
布
期
間

　
１
月
９
日（
火
）～
２
月
１６

日（
金
）

問　
石
巻
広
域
消
防
本
部
総
務
課

　

☎
95-

７
１
１
１

申
込
期
限　
１
月
２８
日（
日
）必
着

問
申

〒
９
８
１-

０
５
０
３

東
松
島
市
矢
本
字
板
取
８５

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
広
報
班

☎
82-

２
１
１
１

 4w
g-adm

008@
inet.

asdf.m
od.go.jp

消防団出初式を開催します

とき　１月８日（月・祝）
　午前９時３０分
ところ　石巻消防署東

側隣地
内容　観閲、一斉放水

など
※会場に駐車場はあり

ますが、数に限りが
あります。また、石巻
消防署の駐車場は
利用しないでくださ
い。

問 　危機対策課
　　（内線４３２５）

導
に
従
事
で
き
る
方
を
育
成
す

る
講
習
で
す
。

と
き　
２
月
１４
日（
水
）～
１６
日

（
金
）　
※
３
日
間
受
講

　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

３０
分

と
こ
ろ　
石
巻
広
域
消
防
本
部

対
象　
１８
歳
以
上
で
石
巻
圏
に

在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

定
員　
２０
人（
先
着
）

料
金　
５
、２
０
０
円

申
込
方
法　
各
消
防
署
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用

紙
を
取
得
し
、写
真
を
添
え

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
１
月
１５
日（
月
）～

２４
日（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
申

　

石
巻
広
域
消
防
本
部

警
防
課

　
☎
95-

７
４
３
３

　
各
消
防
署

　
第
１
回　
２
月
２９
日（
木
）

　
第
２
回　
３
月
１２
日（
火
）

放送大学
ホームページ 

問
申

　

放
送
大
学
宮
城
学
習

セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
２
２-

２
２
４-

０
６
５
１

問　
市
生
涯
学
習
課

　
（
内
線
５
０
７
２
）

　

自
衛
官
候
補
生（
１８
歳
以
上

３３
歳
未
満
）を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い
。

詳しくはこちら

問　
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本

部
石
巻
地
域
事
務
所

　
☎
83-

6
7
8
9

自
衛
官
募
集
中

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る

か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市ホームページ

問
申

　
商
工
課（
内
線
３
５
２
３
）

問
申

　
公
益
社
団
法
人 

日
本

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協

会
石
巻

☎
25-

５
７
８
７

FAX 

25-

５
９
９
８

問　
市
生
活
再
建
支
援
室

　
（
内
線
３
９
５
２
）

　
（
内
線
４
３
４
４
）
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　　 1月の相談あんない
●行政書士相談　※要予約
　・15日（月） 午前10時～午後3時　市役所2階相談室Ａ・Ｂ
　 問申 　宮城県行政書士会事務局　☎０２２-３５３-７２１３
●行政相談
　・10日（水） 午後1時30分～3時30分　市役所2階相談室Ｂ
　・11日（木） 午後1時30分～3時30分　河南総合支所第2庁舎1階会議室
　問　東北管区行政評価局　☎022-262-7839

●弁護士による無料法律相談（市役所２階 総合相談センター相談室） ※要予約
　・9日（火）　あおぞら総合法律事務所　小川弁護士
　・23日（火）　弁護士法人石巻向陽法律事務所　須藤弁護士
　　午前10時30分～午後4時　定員 1日9人〔先着〕
　※予約受付開始 4日（木） 午前9時
　 問申 　総合相談センター（内線2545・2546・2532・2534）
●仙台弁護士会法律相談　※要予約

（石巻法律相談センター　穀町12-18 石巻駅前ビル４階　☎23-5451）
・一般法律相談　火・木・日曜日（祝日、令和5年12月29日～5日（金）を除く）
　午前１０時３０分～午後0時30分、午後１時３０分～4時３０分
※相談内容や経済状況により、無料で相談を受けられる場合があります。
・交通事故相談
　毎月第１火曜日（祝日の場合は第２火曜日） 午後１時３０分～3時３5分
※前週金曜日までに要予約　※５回まで無料（ただし刑事事件を除く）

　 問申 　仙台弁護士会法律相談センター　☎022-223-2383
　　　  　 午前１０時～午後５時（土日・祝日を除く）
　※当日の相談予約・キャンセルは、直接石巻法律相談センターへ。
●司法書士による無料法律相談会　※予約優先
　（石巻司法書士相談センター　中里一丁目１番２１号　グランドハイツ中里１階）
　司法書士が無料で相続登記・法律相談に応じます。　
　・毎週金・土曜日（祝日を除く） 午後１時３０分～４時３０分
　 問申 　石巻司法書士相談センター　☎９６-３６１１
　　　  　午前９時～午後５時　※土日・祝日を除く
●司法書士による相続登記相談（市役所5階住宅課）　※要予約

令和6年4月1日に施行される不動産の相続登記義務化に備え、相続登記に
関する相談を司法書士が無料でお受けします。

　・15日（月）午前10時～午後3時
　　対�象　市内にある不動産の所有者、またはその相続人（今後見込みのあ

る方を含む）
　 問申 　宮城県司法書士会　☎022-263-6755
　　　　  午前9時～午後5時（土日・祝日を除く）

●県交通事故電話相談（県庁交通事故相談室）
　午前8時30分～午後4時45分（土日・祝日を除く）　☎022-211-2432、2433
●交通事故に伴う自動車保険請求相談（そんぽADRセンター東北）
　午前９時15分～午後５時（土日・祝日を除く）　☎0570-022808

●18歳未満の子どもに関する相談　県東部児童相談所（県石巻合同庁舎）
　午前８時30分～午後５時15分（土日・祝日を除く）　☎95-1121
●子育てに関する相談　子育て支援課
　午前８時30分～午後５時（土日・祝日を除く）　☎24-6848
●子育て世代包括支援センター
　・いっしょ issyo えきまえ（ささえあいセンター）
　　午前１０時～午後６時（土日・祝日 午前９時３０分～午後５時）
　　☎98-4158、080-1664-2936
　・いっしょ issyo へびた（のぞみ野2-2-4 石巻信用金庫総合相談センター4階）
　　午前９時～午後４時（日・祝日を除く）　※土曜は要予約
　　☎24-6878、080-9259-0361

●無料人権相談（特設人権相談窓口）
　特設人権相談窓口を次のとおり開設します。
　・9日（火） 午前10時～午後3時　北上総合支所1階会議室1
　・10日（水） 午前10時～午後3時　河北総合支所2階和室
　・11日（木） 午前10時～午後3時　河南総合支所第2庁舎1階会議室
　※仙台法務局石巻支局では、随時相談を受け付けています。
　問　仙台法務局石巻支局　☎２２-６１８８
●年金受給に関する相談（石巻年金事務所　☎22-5115）　※要予約
　◦毎週月曜日（休日のときは翌日）は相談時間を午後7時まで延長します。
　　（受付時間 午後6時まで）
　◦休日年金相談　13日（土） 午前９時３０分～午後４時（受付時間 午後3時まで）

●年金予約相談 ※要予約
　（石巻年金事務所　☎22-5115　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165）
　午前8時30分～午後4時（土日・祝日を除く）

基礎年金番号が分かる年金手帳や年金証証書を準備のうえ、相談希望日
の1カ月前から前日までに予約してください。

●県消費生活相談（県石巻合同庁舎１階 県民サービスセンター）
　午前９時～午後４時（土日・祝日を除く）　☎93-5700
●市民生活相談（市役所２階 総合相談センター）
　・市民相談（内線2545）　（土日・祝日を除く）
　・家庭児童相談（内線2534）　※月・火・木・金曜日
　・少年相談（内線2533）　※月〜木曜日
　・消費生活相談（☎23-5040）　（土日・祝日を除く）
　※時間はいずれも午前９時～午後５時
●虐待 ・ ＤＶ相談（市役所２階 総合相談センター）
　午前８時30分～午後５時（土日・祝日を除く）
　（内線2535・2538・2539・2543）　直通☎23-6614
　※児童、高齢者、障害者の各種虐待相談およびＤＶ相談
●生活保護・生活困窮の相談（市役所２階 保護課）
　・生活にお困りの方　・働くことに自信がない、生活習慣が乱れている方
　・家計のやりくりができない、すぐにお金を使ってしまう方
　・子どもの学習・生活について不安がある方（生活困窮世帯対象）
　問　保護課（内線250４）
●仕事と家計に関する相談会
　働くことや家計管理にお困りの方への支援のため、総合支所などで出張相

談を実施します。
　・10日（水） 午後1時～4時　北上総合支所
　・17日（水） 午後1時～4時　牡鹿公民館
　・22日（月） 午前10時～正午　ハローワーク石巻
　・24日（水） 午後1時～4時　雄勝総合支所
　・31日（水） 午後1時～4時　吉野町復興住宅集会所
　 問申 　ひありんく石巻　☎９８-９１６３
●住居確保給付金について
　離職や減収により経済的に困窮し、住居を失った方やその恐れのある方に

対し、資産や収入、求職活動をすることなどを要件として支給される給付金
です。家賃の支払いにお困りの方は相談ください。

　問　保護課（内線2505・２５０７）
●せいかつ・けんこう・しごと・こまりごと相談会
　仕事や生活などにお困りの方に対して出張相談会を実施します。一人一人

の状況に応じて、専門の支援員が専門機関と連携して解決に向けた支援を
行います。

　・24日（水） 午前10時～午後3時　桃生公民館
　問　保護課（内線２５０５・２５０7）
●「災害復興住宅融資」無料相談会　※要予約
　・14日（日）午前10時～午後4時　市役所4階401会議室
　 問申 　住宅金融支援機構お客様コールセンター
　☎0120-086-353（通話無料）　午前９時～午後５時（祝日を除く）
●令和5年度第4回空き家無料相談会　※要予約
　空き家の維持管理、相続問題、解体、売却などについて、不動産や法律・建

築などの専門家が無料で相談に応じます
　・28日（日） 午前9時～午後4時　ささえあいセンター3階ささえあいホール
　　対象　市内にある空き家の所有者または管理者（今後、空き家を有する

見込みの方を含む）
　 問申 　住宅課（内線5556）

●障害のある方に関する相談
　・石巻市・女川町基幹相談センターくるみ　☎24-8355
　・障害児（者）相談支援事業所“Kai”　☎93-2924
　・障害者相談支援センター桜・さくら　☎98-7760
　・ひまわりデイサービスセンター障がい者相談支援室　☎84-2518
　・障がい者相談支援事業所「とも」　☎98-8326

●各地区包括支援センター　※（　　）内は担当地区
　・中央（石巻・中央）	 ☎21-5171　　・河北（河北）　☎61-1252
　・稲井（稲井・住吉）	 ☎93-8166　　・雄勝（雄勝）　☎61-3732
　・蛇田（蛇田）	 ☎92-7355　　・河南（河南）　☎86-5501
　・山下（山下・釜・大街道）	 ☎96-2010　　・ものう（桃生）☎76-5581
　・渡波（渡波・荻浜）	 ☎25-3771　　・北上（北上）　☎61-7023
　・湊（湊）	 ☎90-3146　　・牡鹿（牡鹿）　☎44-1652
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